
 

 
 

令和 5 年 4 月 20 日 

 

中小企業の知的財産活用に向けた小冊子 

「知的財産活用 BOOK vol.02」を発行しました 

 

近畿経済産業局では、昨年度中小企業 5 社に対して、知的財産面からの伴走

支援を行い、その支援内容と成果等をまとめた小冊子「知的財産活用 BOOK 

vol.2」を発行しました。本冊子は、中小企業の経営者や中小企業支援に携わる専

門家の皆様向けに、各企業の経営課題に応じた支援事例とともに、中小企業が

知的財産を事業に活かすためのポイントを、読みやすいレイアウトでまとめていま

すので、是非ご覧ください。 

併せて、今年度の伴走支援先企業の募集を開始します。 

 

1．事例集の概要 

近畿経済産業局は、日本弁理士会関西会、(独)工業所有権情報・研修館 近畿統括

本部（INPIT-KANSAI）と連携して実施する「関西知財活用支援プラットフォーム」にお

いて、2025 年大阪・関西万博までに、知的財産を稼ぐ力にして経営する企業を、関西

で多く創出することを目的に、知的財産面からの経営課題解決に向けた伴走支援を

行っています。 

 

本冊子は、本プラットフォームにおいて昨年度実施した、中小企業 5 社における、各

社の経営課題に応じた知的財産面からの支援内容等をまとめました。 

具体的には、開発中製品を題材とした特許・商標の調査・検討により知的財産への

意識向上及び知財活動定着に向けた社内体制が整った事例や、特許情報を活用し

たニーズの把握方法についてのアドバイスを通じて、マーケティング視点が身につい

た事例等を掲載しています。 

 

また、知的財産権の使い分けやオープン＆クローズ

戦略等、中小企業が知的財産を事業に活用するため

のポイントを「知財ナレッジ」としてまとめました。 

 

本冊子が、中小企業の経営者、及び産業支援機関の

相談員（アドバイザー）、弁理士等の中小企業支援に

携わる専門家の皆様にとって、知的財産活用の参考

となりましたら幸いです。冊子は下記の関西知財活用

支援プラットフォームの Web ページからダウンロード

可能です。また、冊子配布も予定しています。 



 
 

 

（掲載事例 5 社） 

山科精器株式会社、株式会社クニムネ、株式会社ウミヒラ、大東寝具工業株式会

社、株式会社小西金型工学 

 

2．公募概要 

令和 5 年度に、知的財産面からの経営課題解決に向けた伴走支援を希望する中小

企業者を募集します。応募される場合は下記の Web ページからお申し込み下さい。 

公募時期 ： 令和 5 年 4 月 20 日（木）～5 月 26 日（金）15:00 

対 象 者 ： 以下のいずれも満たす中小企業者等 

 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県に所在する中小企業者

等 

 自社の強み（知的財産）を経営に活用（※）することに対して、興味や意欲、 

課題認識等を有する中小企業者等 

※活用により想定される事業への効果（例）： 

売上拡大 / 利益率向上 / 市場シェアの拡大 / 販路拡大 / 新事業創

出 / ビジネスモデルの更新 / ブランド戦略 / 自社の広告宣伝（PR）/ 

人材育成 

 

（関西知財活用支援プラットフォームの Web ページ） 

https://www.kansai.meti.go.jp/2tokkyo/07_chizai_platform/outline.html 

 

 
  

(本発表資料のお問い合わせ先) 

近畿経済産業局 知的財産室長 上田 
 担当者：伊藤 
 電 話：06-6966-6016（直通） 

06-6966-6064(FAX) 



 

 
 

（参考）主なページのご紹介 

 

 

 

 

 

 

  



 

 
 

 


